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自己紹介



専門：有機合成化学（触媒反応開発）

薬の構造を自在加工できるツールを
自分たちの手で作りたい！！

触媒
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最近の成果：タンパク質の化学修飾法

Seki, Ishiyama, Sasaki, Abe, 
Sohma, Oisaki*, Kanai* 
JACS 2016, 138, 10798.
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”Super-natural” Protein
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日本最大の化学ポータルサイト

ケムステ

『Chem-Station（ケムステ）』とは？
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『Chem-Station（ケムステ）』とは？

ケムステ

設立：2000年5月11日 今年で 18 年目
目的：「化学とウェブの融合」を

ミッションステートメントとし、
ウェブに混在する化学情報を整理、
万人に分かりやすい形で提供すること

アクセス数 ：80-240 万PV/月

公開ページ数：>5,500 ページ
スタッフ数： 105 名
スポンサー： 30 社以上

>5,000人 >15,500人
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誰が運営してるの？
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105代表: 山口 潤一郎
早稲田大学理工学術院
准教授

副代表: 生長 幸之助
東京大学大学院薬学研究科
講師

コアスタッフ・スタッフ
サポーター（ウェブデザイナー・アドバイザー）
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博士

49%

博士課程
28%

修士
20%

学士・その他
3%

スタッフの学位

約8割が博士とその卵

企業研究員
34%

学生
31%

大学教員
25%

博士研究員
6%

その他
4%

スタッフの職業

ほとんどが研究者

研究者がケムステをつくっています

誰が運営してるの？
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化学者によるブログ、化学ニュース
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化学データベース

化学者へのインタビュー

化学者の日常・最新化学・ニュース・科学機器や
情報コンテンツ・キャンペーン情報など

人名反応・化学者・化学用語・化学史跡・
身近な分子・元素

第一線化学者・若手化学者・海外留学者など

全部で20以上のコンテンツ

何を発信しているの？



ケムステ国際版・中国語版の公開 → グローバルな情報発信

ノーベル賞投票企画@FB → お祭りイベント化で化学を知る契機へ

何を発信しているの？
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サイエンスアゴラ出展 (過去2回)

ケムステイブニングミキサー＠日本化学会年会(公式行事化)

何を発信しているの？
リアルイベントへの進出



新しい化学コミュニティの形成
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世界一の化学メディアを目指す
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ケムステ上でもいち早く動向を紹介
2016/9/1 ケムステニュース

2017/8/19 ケムステニュース

2017/8/24 スタッフブログ
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化学系プレプリントサーバー”ChemRXiv”

2017年8月14日、米国化学会（ACS）は、化学分野の
プレプリントサーバー“ChemRxiv”のベータ版を公開。

https://chemrxiv.org/
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化学系プレプリントサーバー”ChemRN”

2017年8月7日、Elsevier社は、化学分野の
プレプリントサービス”ChemRN”を開始。

https://www.ssrn.com/en/index.cfm/chemrn/
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化学コミュニティにおける活用状況

ChemRXivのStats (2017/8/10-10/15)
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全投稿数＝82報。普及はまだまだこれから



プレプリント投稿のメリット

 素早い情報交換が行える

 先取権の明確化

 編集・出版・購読コストの抑制

時間のかかる査読過程をスキップ
（※未完成品であることには留意）

revisionもタイムスタンプで管理
査読者によるアイデア盗用の抑止力にも

オープンアクセスモデル
開かれた知の共有へ
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化学分野でも査読期間の長期化が懸念
【演者の関わった実例】

投稿からアクセプトまで約20ヶ月！！

時間を要する生命科学系との融合研究増が背景に

博士研究員（ 5年任期） ERATOグループリーダー
（ 5年任期）
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合成化学トップラボの活用事例

スクリプス研究所・Ryan Shenvi研からの報告
（V1: 2017/8/18, V2: 8/20公開）

“10-step Synthesis of 20-nor-Salvinorin A by Dynamic Strategic 
Bond Analysis.”
Roach, J. J.; Sasano, Y.; Schmid, C. L.; Zaidi, S.; Katrich, V.; Stevens, 
R. C.; Bohn, L. M.; Shenvi, R. A.*
ChemRxiv DOI: 10.26434/chemrxiv.5318188
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ブラウザ画面
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検索窓、投稿用リンク

論文テキスト

ダウンロード・シェア・引用・embed機能



ブラウザ画面
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Stats
Altmetrics

エクスポート機能
（論文管理ソフトなど）

キーワード

アブストラクト本文

CCライセンス

バージョン情報



研究者視点からの使い方

一流ラボの論文投稿プロセスを勉強できる？

• 経時的な改訂箇所を追えば、著者らの着眼点が見える？

• 投稿ジャーナルの選定指針と推移過程が追える？

• 論文引用フォーマットなどから、どの出版社・雑誌にまず
投稿しているか推測可能。

• 査読者の過度なリバイズ要求（強制的な引用文献追加な
ど）も周りから追える？→変な査読の抑止力になる？
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先取権スタンプ目的に使ったハック例？
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• 後日embargo設定が外され、原稿ファイルが公開さ
れた。J. Am. Chem. Soc.誌に投稿していたことが
判明（後述）。

• このプレプリントは「Files Under Embargo」に設
定され、投稿直後は内容を閲覧することが全く出来無
かった。



論文投稿規定に要注意

論文誌ごとにプレプリントの取り扱いは大きく違う！！

J. Am. Chem. Soc. (JACS)   IF = 13.8

Nature Chemistry IF = 25.9

Submission to Nature Chemistry is taken to imply that there is no significant 
overlap between the submitted manuscript and any other papers from the 
same authors under consideration or in press elsewhere. (Abstracts or 
unrefereed web preprints do not compromise novelty).

Submission of a manuscript to JACS is contingent upon the agreement by all 
the authors that the reported work has not received prior publication and 
that no portion of this or any other closely related work is under 
consideration for publication elsewhere in any medium, including electronic 
journals, computer databases, and publicly accessible preprint Web sites.
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出版社単位ではなく、ジャーナル単位で違う

他のACS系列ジャーナル：ACS Catalysis IF = 10.6

Editorにはカバーレターで知らせるのがベター。

J. Am. Chem. Soc. (JACS)   IF = 13.8

Submission of a manuscript to JACS is contingent upon the agreement by all 
the authors that the reported work has not received prior publication and 
that no portion of this or any other closely related work is under 
consideration for publication elsewhere in any medium, including electronic 
journals, computer databases, and publicly accessible preprint Web sites.

Posting of submitted manuscripts to preprint servers or databases (e.g. 
ChemRxiv, ArXiv) does not conflict with ACS Catalysis’ prior publication 
policies, but should be disclosed to the Editor at time of submission.
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化学者あるある？な落とし穴

Nature Chemに出すよ！
↓

早く成果共有したいからプレプリントも投稿！
↓

Nature Chemに投稿した・・・が不幸にもリジェクト
↓

じゃあ次はJACSに投稿・・・できないじゃん！！

考え無しにプレプリント投稿してしまうと
痛い目を見かねない例
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二次情報媒体はどう見ているか？

アメリカ化学会の
二次情報誌C&ENが
ChemRXiv掲載
プレプリント段階の
研究紹介記事を公開
（2017/9/1）

DOI識別子も付くので
一次情報へ誘導可能
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サイエンスライターとしてのスタンス

ストーリー性、わかりやすさ、伝わりやすさが重要。

限られたスペースに精緻に全て詰め込むのは無理。

専門家ではないので、正確さや深みの追究には限度がある。

• プレプリント段階でも宣伝OKとするスタンスは、
ライターとしての感覚に合う。

• 厳密さが必要なら「監修」を専門家にお願いする。

• プレプリント以降の修正点を気にする機会に
現実的頻度で直面するのは、やはり専門家レベル。
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サイエンスライターとしてのスタンス

現行の学術情報系における問題：

原著論文（一次情報）へのアクセスが難しい！

論文を裏取り目的で使いたい、優れた研究論文を日本語で
解説記事にしたいと思っても、一般人は簡単に入手できない。
（購読料が高いので専門の研究者ですらしばしば入手困難）

→ コネ経由もしくは海賊版サイトによる融通が横行。

オープンアクセス論文であれば、現実的なタイムスパン・
コストで参照できて好ましい。
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OAジャーナルの研究費圧迫問題

図書館予算をオープンアクセス費へ振り替えても・・・
• ジャーナルを置かない図書館の存在意義とは？
• 科研費（＝税金）が海外出版社に流れ続ける問題
• 金欠の若手研究者は良いOAジャーナルに出せない？

適した査読システムさえあれば、プレプリントでもいい？

化学系フラグシップジャーナルのOA化費用

参考：http://orgchemical.seesaa.net/article/438449600.html

ジャーナル 価格

Chem. Sci. (英国王立化学会) 約15万円（1000ポンド）

Angew. Chem. Int. Ed.
（ドイツ・Wiley） 約33万円（2500ユーロ）

J. Am. Chem. Soc.（アメリカ化学会） 約17万円（1500ドル、ACS会員限定）

Nature Commun.（Springer-Nature） 約66万円

参考：科研費 若手（B） 直接経費 350 万円/2年（※100％充足率）
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インテリジェント・クラウド査読

出版後査読と従来型査読のいいとこ取りを狙っている。
プレプリント投稿と相性が良い、次世代型査読システム？

Nature 2017, 546, 9. (2017/5/30)

有機合成化学の専門ジャーナルSynlett誌による実験的取り組み
レビュアーは編集委員会の推薦と自主的に参加する研究者100人で構成され、
出版後査読のように、オンライン上で論文にコメントしたり、他のレビュアーの
コメントに返答することができる。スピーディーな査読が実現するだけでなく、
コメントが匿名で行われるため、査読者によるバイアスのない、率直な意見交換
が期待できる。（STI Updates 2017/6/15より）
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今後想定される流れ？（個人的見解）
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現行の査読・出版システムの弊害
↓

プレプリント投稿の勃興・台頭（イマココ）
↓

雑誌がプレプリント対応に足並みを揃える
↓

プレプリントにマッチした新査読システム
↓

真に有益なOAエコシステムの実現
↓

世界に開かれた、authoritative知の共有
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